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はじめに
対他優位に立つために、下記に定義される生

産性の向上が、継続して求められる。

生産性＝OUTPUT/INPUT

OUTPUT=(仕事の質・量)

INPUT=単位コスト×所要時間

裁量労働制のような場合を含め、仮に INPUT

が一定である場合には、生産性の向上は、単位

時間あたりの OUTPUT を上げるしか方法が無い。

そこで、同じ時間でより多くの仕事をこなす方

法として、多重ワークという構想を立て、研究

を開始した。

本論では、多重ワークの概念、関連研究を紹

介し、その可能性について展望する。

多重ワークの概念について
多重ワーク構想には、その上位概念として、

表１に示した３つの観点（期待）がある。

表１ “多”に対する３つの期待

多足 複数の会社の仕事を同時に

多重 １つの会社の複数の仕事を同時に

多及 １つの仕事の成果を同時に複数の仕事へ

波及

多足とは、「２足のわらじ」に倣って命名し

た「多足のわらじ」のことである。社会ルール

の緩和・整備が進めば、この多足の考え方によ

り、有能な個人は収入を飛躍的に向上させるこ

とができると期待する。

多重とは、字義どおり多数の仕事を同じ時間

帯に同時に実行し、個人としても組織としても、

生産性を飛躍的に増大させることを目論むもの

である。

多及とは、１つの仕事の成果を同時に多くの

他の仕事に波及させるという意味の造語であり、

情報システムネットワークとして情報が連携す

る現在、１度やったことは２度やる必要は無い

ようにして、「一石多鳥」的な仕事のやり方を

目指すものである。

技術的には、いずれの場合も、「同時処理

（リアルタイム性）」を指向する点に特徴があ

る。

本論は、２番目の多重を対象にしている。

多重ワークの先行研究について
表２は、関連先行研究を領域別に整理したも

のである。多重ワーク自体の賛否についての姿

勢も合わせて示した。

表２ 多重ワークに対する各領域の傾向姿勢

研究アプローチ 研究領域 賛否

認知心理学/生

理学アプローチ

生理学/脳科学/心

理学/認知心理学

× ( 脳 科

学)

△(認知心

理学)

作業種類/量から

のアプローチ

工学＞認知科学＞

TimeShare

○

情報工学アプロ

ーチ

工学＞認知科学＞

上記以外の範囲

○

組織論的アプロ

ーチ

組織科学/組織学/

社会学

△

脳科学では、多重ワークは、脳の異なる部位

（視覚と聴覚など）を利用する場合でも、各機

能は低下し、さらに脳への慢性的負荷は短期記

憶機能の低下(記憶力低下)を引き起こすとして

いる[1]。今後、もっとも配慮すべき研究である。

認知心理学では、単純な割込みは、主ワーク

遂行の正確さを向上させるという興味深い報告

がある[2]。また、２つのワークの提示間隔が

500m 秒以上の場合は、個別ワークとして認知可

能であるという結果が報告されている[3]。この

中で、２重ワークの実施では、正確さと速度は

必ずしもトレードオフにはならないと結論され

ている。
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さらに、認知科学では、「オフィスワーカー

の多くは、多重ワークを面白い、仕事に変化を

与えると認識している」と報告している研究[4]、

タスクの組み合わせは決してランダムではなく、

なんらかの法則の可能性を示唆している研究[5]

があるが、いずれも、オフィスワークにおいて

は、多重ワークがごく一般的であるという認識

が示されている点では共通している。

情報工学では、周辺情報提示、アウェアネス

の研究成果を多重ワークに適用するなどのアプ

ローチが見られ、多重ワークの実現を明示的に

目標にしている研究者もいる。

最後に、組織論では、オフィスワークの現状

分析か 現状

におい 合が

あること、組織によって拒絶

ことを報告している研究があ

多重ワークについては、よ

機能に近い脳科学

テムを考慮の範囲に加えた認

付で

れて肯定的立場が増加し、最

点

なるという傾向がある。

以上の調査結果として、関

に整理した（表２）。多重ワ

も奇抜ではないことを確認で

表２ 多重ワークを捉

同時性 複数のワークを同時

切替 異なるワーク間で切

割込 主ワーク遂行中に

況

周辺情

報提示

主ワーク以外に周辺

る状況

プロジェ

クト

１人で複数のプロジ

状況

おわりに～多重ワーク可能
これまでの関連研究成果も

の点を表明しておきたい。

① 多重ワークは、支援システ

能性が開けるとしても、そ

つながらないように相当の

クスタイルであるというこ

② 多重ワークは、オフィスワ

可能性をもまた有している

③ 多重ワークを、創造性の観点からとらえる研

究はあまり見受けられなかったが、生産性に

は、創造性要素も加えて行くべきであるとい

うこと（本論の生産性定義における OUTPUT

の質には正確さ以外のものも加わる）

図１に示したように、多重ワークの構想を具

体化する第一歩として、最も現実に近いモデル

ケースとして、メインワーク、サイドワーク、

バックグラウンドワークの３重タスク状況を構

成し、検証実験を開始した [7]。

今後、どのような条件下でその狙い通りの効

果を得ることができるのか、実験を継続したい。

メインワークサイドワークＢＧワーク

発生している

なっている場
込みが頻繁に

込みが有益に
ら、割り

て、割り
される場合がある

理

り、情報シス

知心理学では条件

地が強くなるにつ
見えている、聞こえている

集中して取組む

時々意識を移す
肯定し、さらに工学的見
終的にマクロな視

く 図１ 初期実験における３重ワークモデル
で人間の活動に戻ったとき条件付肯定が多
る[6]。

り人間の情報処
では否定的であ
連する視点を５つ

ーク構想が必ずし

きた。

える視点

に処理する状況

替を行う状況

別の刺激が入る状

に情報が提示され

ェクトを抱えている

性展望～
踏まえ、次の３つ

ムの設計次第で可

れが人間性破壊に

配慮をすべきワー

と

ークを楽しくする

ということ
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